


申

分

団

も

善

戦

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
す

平成9年8月

小
型
ポ
ン
プ
車
の
部
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
中
分
団
は
、
最
後
の

5

番
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

テ
ン
ト
前
で
団
員
、
分
団
長
O

B
、
区
役
員
、
家
族
な
ど
の
応
援

団
に
健
闘
を
誓
っ
て
い
ざ
出
陣
。

選
手
た
ち
は
緊
張
感
を
ほ
ぐ
し
な

が
ら
も
練
習
で
学
ん
だ
操
法
技
術

を
頭
の
中
で
整
理
し
な
が
ら
精
神

を
集
中
し
て
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

指
揮
者
の
小
針

一
志
さ
ん
の
力

強
い
号
令
に

一
糸
乱
れ
ぬ
操
法
を

展
開
し
ま
し
た
。
応
援
団
も
競
技

場
所
の
近
く
に
移
動
し
て
、
真
剣

な
眼
差
し
で
選
手
の
動
き
を
追
っ

古
寺
曇
栄
中
分
団
長
の
話
「
選
手
た

ち
は
本
当
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
競
技
会
の
出
場
に
あ
た
り
ま

て
い
ま
し
た
。

競
技
に
集
中
し
て
練
習
の
成
果

を
出
し
切
っ
た
選
手
た
ち
か
ら
は

満
足
感
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
選

手
た
ち
に
応
援
団
か
ら
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ご
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

広報たまかわ

力主

第
門
的
由
福
島
県
消
紡
操
法
競
技
会
石
川
支
部
大
会
は
ア

月
幻
日
(
日
)
に
石
川
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

石
川
郡
内
5
町
村
か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
そ
れ
ぞ
れ
1
チ
i
ム
ず
つ
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
玉
川
村
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
小

高
分
函
、
小
型
ボ
ン
フ
の
部
に
中
ハ
刀
団
が
出
場
し
て
練
習

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

玉
川
村
が
連
続
優
勝

競技中の小高分固め選手

今
年
か
ら
競
技
内
容
が
一
部
変

更
と
な
り
、
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小

型
ポ
ン
プ
の
部
の
競
技
が
同
時
に

並
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
、
小
高
分
団
は
、

5
チ
ー
ム
中
3
番
目
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。
指
揮
者
の
小
針
達
夫

さ
ん
の
号
令
の
も
と

1
番
員
か
ら

4
番
員
ま
で
の
隊
員
の
俊
敏
な
動

き
で
操
法
が
始
ま
り
ま
し
た
。

梅
雨
明
け
後
の
炎
天
下
で
の
競

技
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
手
た
ち

は
緊
張
感
か
ら
か
暑
さ
を
感
じ
る

こ
と
も
な
く
無
難
な
動
き
で
競
技

重剣な眼差しで操法を行う中分団の選手

し
て
、
分
団
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
地
元
区
民
の
皆
様
と
関
係
者
各

位
に
は
、
大
変
お
出
話
様
に
な
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
」

大
会
時
聞
が

大
幅
に
短
縮

今
年
か
ら
競
技
の
内
容
が
変
更

に
な
り
、
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型

ポ
ン
プ
の
部
と
の
競
技
が
同
時
に

進
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
競
技
時

間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
午
前
中

で
大
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
運
営
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ

の
チ
l
ム
の
競
技
を
集
中
し
て
見

れ
な
い
の
が
残
念
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
永
瀬
支
部
長
か

ら
代
表
チ
l
ム
の
選
手
に
「
お
盆

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
盤
の
ホ
ー

ス
延
長
も
き
れ
い
に
決
ま
り
、
応

援
席
か
ら
も
大
き
な
声
援
が
飛
びん

さ夫
張
康
分

井

一
漏
蕎

皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す

「
こ
の
度
、
消
防
操
法
競
技
会
石

川
+
支
部
大
会
の
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選
手

2 

ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
小
高
分
団
は
優

勝
と
な
り
、
昨
年
の
南
須
釜
分
団

に
続
い
て
玉
川
村
の

2
連
覇
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
高
分
団
は
、

8
月
に
行
わ
れ
る
県
中
大
会
の
出

場
権
を
得
ま
し
た
。

休
み
返
上
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
競
技
会
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。

(
ポ
ン
プ
車
の
部
)

優
勝
小
高
分
団
(
玉
川
村
)

準
優
勝
母
畑
分
間
(
石
川
町
)

(
小
型
ポ
ン
プ
の
部
)

優

勝

第

4
分
団
(
平
田
村
)

準

優

勝

第

6

分
団
(
古
殿
町
)

小
高
分
団

県
申
大
会
ヘ

向
け
始
動

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し

た
小
高
分
団
は
、

8
月

m日
(
金
)

に
郡
山
市
の
大
槻
町
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
行
わ
れ
る
第
日
田
福
島
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
県
中
地
方
大

会
に
出
場
す
る
た
め
に
練
習
を

8

の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、
操
法
に
際
し
ま
し
て
地
域
や
選

手
の
会
社
の
皆
様
に
は
ご
協
力
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
次
は
県
中
大

会
に
臨
み
ま
す
が
、
石
川
士
又
郡
の
第
1

代
表
と
し
て
制
ず
か
し
く
な
い
競
技
を

し
て
き
た
い
と
患
い
ま
す
の
で
ご
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

月
6
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。

大
会
前
日
ま
で
、
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
ナ
イ
タ
ー
練
習
を

9

回
、
会
場
と
な
る
大
槻
町
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で

1
回
の
練
習
日
程
が
組

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
四
日
に
は
、

仮
審
査
会
と
選
手
団
激
励
会
が
村

氏
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

小
高
分
団
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

①堂々の入場行進
②中分冨選手の競技のようす

③応援包からの大きな声援が飛/S，

3 



4 

平
成
9
年
度
ふ
る
さ
と
艶
生
事
業
の
中
学
生
閣
内
研
修
は
、
ア
月
郡
日
か
ら
羽
田
ま
で
の

2
治

3
自
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
の
コ

i
ス
を
変
え
て
、
補
島
空
港
か
ら
帯
広
空
潜

に
飛
ん
で
、
北
潜
遊
の
東
部
地
区
(
道
東
地
一
以
一
)
を
中
心
に
研
修
し
習
し
た
争
議
東
地
区
は
、

広
々
・
と
し
た
大
地
「
北
海
潜
〕
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
林
襲

理
教
育
長
を
話
喪
に
村
内
の
中
学

2
年
生
市
名
(
泉
中
苅
名
、
須
釜
中
将
名
)
と
引
率
者
川
名

が
参
加
し
て
、
北
の
大
地
む
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
轟
護
芯
体
験
を
し
て
北
い
ま
し
た
。

初

日

の

お

日

午

前

印

分

ら
福
島
空
誌
の
到
着
ロ
ビ
ー

で
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
む

野
口
企
画
財
政
課
長
の
開
会

の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
団
長
の

小
林
教
育
長
か
ら
「
北
海
道
の

大
白
熱
に
親
し
み
、
存
意
義
な

体
験
を
し
て
今
後
の
生
活
に
役

立
て
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

道

初

東

研

鯵

の

議襲撃欝

HOKKAIDO 
北潜選

て
須
釜
中
の

小
原
直
哉
震
が
決
意
去
明
文
を

読
み
上
げ
関
員
が
気
持
ち
を
ひ

と
つ
に
し
て
式
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
c

道
東
の
大
自
然
を
体
験

国
内
研
修
団
員
邸
名
を
乗
せ

J
A
L
紡
使
は
定

刻
ど
お
り
午
前
日
時
日
分
に
福
島
空
港
を
燕
事
離
陸
し
ま
し
た
。

今
年
の
磁
鯵

3
1
ス
は
、
道
東
地
反
が
中
心
と
な
っ
て
お
号
、

帯
広
空
港
を
拠
点
に
士
i

勝
ネ

i
チ
ャ

i
七
ン
タ

i
」
何
層
雲

峡
い
「
属
斜
路
濃
い
研
一
寒
渇
い
吋
抑
制
路
湿
原
』
な
ど
北
海
道

の
大
自
然
が
堪
能
で
き
る
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
ひ

月
号
で
は
、
生
徒
の
感
想
文
か
ら
研
修
の
様
子
を
紹
分
し

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

(
9舟
口
切
に
続
く

開
出村
内
を
視
察

視
察
団
…
行
は
、
到
務
後
、
休
憩

こ
と
も
無
く
村
内
の
施
設
な

県
の
A
故

リ

ー

グ

て

い

る
お
歳
代
主
体
の
パ
リ
バ
ワ
の
チ
ー

ム
。
平
成
7
年
に
は
、
沼
市
A
級
リ
ー
グ

第
2
位
、
四
国
大
会
に
出
場
し
て
ベ

ス
ト
4
に
残
っ
た
戦
授
が
あ
ち
ま
す
。

北
須
釜
ソ
フ
ト
愛
好
会
は
、
先
の

石
川
郡
体
育
協
会
長
杯
の
村
予
選
大

会
で
優
勝
し
の
対
戦
相
手
に

学
し
ま
し
た
。

村
の
観
光
名
所
で
日
本

に
も
な
っ
て
い
る
「
乙
字
ケ

は
、
夏
の
強
い
日
悲
し
の
中
、

な
白
い
水
し
ぶ
き
に
涼
感
た
つ

の

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
先

行
で
始
ま
り
、
初
回
か
ら
豪
打
場
発
む

守
つ
で
も
小
川
里
士
投
手
が
常
時
間
山

凶
の
速
さ
で
投
げ
る
球
に
四
苦
八

苫
む
調
子
が
良
け
れ
ば
も
っ
と
速
い

球
が
投
げ
れ
る
と
の
話
に
ま
た
ピ
ッ

ク
リ
。
一
塁
ラ
ン
ナ
ー
を
青
野
淳
告

捕
手
が
牽
制
で
刺
し
た
強
一
弱
な
ど
随

所
に
ブ
ァ
イ
ン
プ
レ
イ
が
続
出
し
ま

間
凶
選
手
間
土
で
情
報
交
換

ま
た
、
村
氏
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
て
い
れ
図
玉
川
村
体
育
協

の
決
勝
戦
を
観
戦

国

ロ
対
0

ラ
イ
オ

ン
ズ
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
む
試
合

終
了
後
に
バ

l
ベ
キ
ュ

i
で
の
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
町
村
の
様
子
に
つ
い
て
情
報
の

交
換
が
さ
れ
楽
し
い
ゲ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
位
、
ま
た
、
北
須
釜
ソ
ブ

ト
愛
好
会
の
関
根
良
吉
さ
ん
は
「
世

間
は
広
い
様
で
狭
い
も
ん
で
す
ね
。

私
が
沼
防
学
校
で
一
緒
だ
っ
た
人
の

同
僚
の
方
(
玉
川
町
の
森
祐
介
さ

北
須
釜
ソ
フ
ト
愛
好
会

と
交
流
試
合

し
ま
し
た
。

行
「
玉
川
ラ
イ
オ
ン

仏
須
釜
ゾ
ブ
ト
愛
軒

総
督
)
と
の
交
流
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
車
部
次
夫
村
長
と
大
竹

寿
雄
村
ソ
フ
ト
ボ
i
t
H
協
会
長
か
ら

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
玉
川
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
森
和
佼
監
督
か
ら
感
謝
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、
昭
和
位

ヨ
年
に
愛
媛

ピ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
G

玉
川
ラ
千
オ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
山

夜
は
郡
山
市
内
の
ホ
サ
ル
に
宿
泊
し

て
、
翌
朝
、
郡
山
釈
か
ら
新
幹
線
で

帰
途
に
つ

KJM 
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平成9年8月

須
釜
小
が

ミ
ニ
パ
ス
優
勝

第
時
間
石
川
地
区
小
体
連
球
技

務
大
会
は
、

7
月
お
日
(
水
)
に
本
村

の
玉
川
第
一
小
学
校
、
須
釜
小
学
校

な
ど

4
つ
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
郡
内
弘
校
か
ら
八
百
人
の

児
童
が
男
子
サ
ッ
カ
ー
と
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

須
釜
小
学
校
会
場
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、
須
釜
小
チ
l
ム
が

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
な
お
、

本
村
学
校
関
係
の
成
績
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

@
サ
ッ
カ
ー

マ
玉
一
小
会
場

3
位

マ
須
釜
小
会
場

3
位

av
ミ
二
バ
ス
ケ
ッ
ト

マ
須
釜
小
会
場

小
会
場

小
高
と

関|
閤|
I同|

圏|
岡|

広報たまかわ

村
青
少
年
商
成
村
民
会
議
(
車
田
次
夫
会
長
)
主
催
に
よ
る
第
お
ロ
玉
川
村
少
年
球
技
大
会
は
8
月
3
日
(
巴
)

に
須
釜
小
挙
校
校
庭
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
が
行
わ
れ
、
各
行
政
区
の
立
す
供
育
成
会
で
チ
i

ム
を
編
成
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
刊
チ
ー
ム
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
叩
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
を
前
に
須
釜
小
学
校
校
庭
で
蒜
生
子
i
ム
を
先
頭
に
望
セ
た
る
入
場
行
進
を
披
露
。
開
会
式
で
は
、
車

田
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
宗
形
副
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
の
あ
と

競
技
が
行
わ
れ
、
熱
戦
の
結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
小
高
チ
i

ム
が
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
北
須
釜
チ

ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

暑
さ
の
申
で
熱
き
戦
い

練
習
の
成
果
を
発
揮

同
大
会
は
、
夏
休
み
中
の
児
叢
の
事
故
防
止
と
健
全
な
る
育
成

を
目
的
に
昭
和
訂
年
か
ら
毎
年
開
か
れ
て
い
る
ん
伝
統
の
あ
る
大
会

で
す
。拐
か
ら
熱
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
選
手
た
ち
の
元
気
は

つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
と
保
護
者
の
大
き
な
戸
援
に
会
場
は
興
奮

の
る
つ
ぼ
と
化
し
て
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
こ
の
大
会
の
た
め
に
毎
日
、
練
習
を
積
み
重
ね

て
き
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
ひ
と
回
り
大

き
く
成
長
し
た
自
分
と
夏
休
み
の
大
き
な
思
い
出
を
つ
く
っ
て
大

会
の
幕
は
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

玉玉

小小
A B 

優

勝

準
優
勝

3

位

3

位

山岩院小
川¥;去須高
屋寺釜チ
チチチ l
I I Iム
ムムム

優

勝

準
優
勝

3

位

3

位

竜中南北
崎チ須須
チ i釜釜
iムチチ
ム I I 
ムム

標高7，700mか5の跳E還を楽しむ

i
ム
が
準
寵
勝

県
民
ス
ポ
ー
ツ
石
川
地
区
大
会
は
、
古
殿
町
を
会
場
に

7
月

初
日
(
日
)
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

村
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
4
チ
I
ム
が
出
場
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓

球
に
そ
れ
ぞ
れ
1
チ
l
ム
ず
つ
出
場
し
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
出
場
し
た
小
高
家
庭
バ

レ
I
愛
好
会
は
、
予
選
リ
ー
グ
は
苦
戦
し
た
も
の
の
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
は
、
本
来
の
力
を
発
揮
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
玉
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が

準
優
勝
、
卓
球
で
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
が
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た口
優
勝
し
た
小
高
家
庭
バ
レ

l
愛
好
会
と
準
優
勝
し
た
玉
川
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
は
、

8
月
幻
自
に
郡
山
市
で
行
わ
れ
る
県
民

ス
ポ
ー
ツ
県
中
地
域
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
登
山
田
和

村
公
民
館
主
催
の
第
泊
四
村
氏
登
山
会
は
、
「
智

子
抄
」
で
も
全
国
的
に
有
名
な
福
島
県
の
名
峰
「
安

達
太
良
山
}
へ
の
ア
タ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。

登
山
会
は
、

7
月
日
日
(
日
)
に
一
般
参
加
者
と
村

体
育
指
導
員
な
ど
の
役
員
の
総
勢
問
名
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
6
時
に
2
台
の
大
型
パ
ス
に
分
乗

し
て
村
を
出
発
し
ま
し
た
の

二
本
松
市
の
奥
岳
か
ら
高
速
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て

約
6
分
で
8
合
目
の
薬
師
岳
へ
。
こ
こ
か
ら
歩
き
初

め
て
、
約
2
時
間
弱
で
標
高
千
七
百
メ
ー
ト
ル
の
安

達
太
良
山
頂
に
到
達
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
貯
天
に
宙
や
ま
れ
て
山
登
り
に
最
高
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
素
晴

ら
し
く
、
上
空
に
高
く
広
が
る
「
ほ
ん
と
う
の
空
」
を

は
じ
め
、
ニ
本
松
市
街
地
か
ら
郡
山
市
街
地
、
阿
武

隈
の
山
々
、
噴
火
口
な
ど
の
美
し
い
景
色
に
参
加
し

た
村
民
は
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、
招
尻
温
泉
側
に
下
山
し
て
祖
泉
に
入
っ

て
疲
れ
を
癒
し
て
か
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

玉川村花いっぱい運動協議会(車田次夫会長)で

は、各構成団体の代表者らでア月30日の午後仁
村内各所の花の開花状況の視察を行いました。

各畠体とも除草、追肥芯どの手入れが行き届い

ており、マジーゴーjしドやサルビア、アゲラ夕、ム

などの花が色鮮やかに咲き誇っていました。

視察に参加したある代表者はfきれいに咲きま
した。美しい村fたまかわjをアピーんできます」
と話していました。

平成9:q:8月fL報たまかわ
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台
湾
鹿
谷
郷
か
ら
繕
軸
が
寄
贈

役
場
ロ
ビ
l
に
展
示
申
の
作
ロ
聞

本
村
と
国
際
友
好
都
市
を
提
携
し
て
い
る
中
華
民

圏
鹿
谷
郷
の
鄭
孔
修
さ
ん
か
ら
車
田
村
長
に
給
軸

(
掛
軸
)
4
点
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
給
軸
は
、
故
金
耀
章
さ
ん
(
前
鹿
谷
園
民
小

学
校
長
)
の
奥
様
の
黄
捷
守
さ
ん
の
作
品
で
、
鄭
さ
ん

が
、
鹿
谷
郷
と
玉
川
村
の
文
化
交
流
の
鮮
と
す
る
た

め
に
黄
さ
ん
に
頼
ん
で
描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

花
や
小
鳥
を
描
い
た
作
品
は
美
し
く
、
役
場
を
訪

れ
た
人
々
の
日
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
c

村赤十事奉埼玉県

内容を

埼玉県玉川村の赤十宰奉仕団(野原とみ委員長)の団員22名と

事務局職員2名が来村し、本村の赤十宰奉仕団の団員と合同研修
会を行いました。

研修会は、午後 1B寺30分から村ふれあいセンターで開かれま

した。本村の赤十字奉仕団の大和田歪員長と巴赤の本村分区長で

ある車田村長から歓迎のあいさつのあと、埼玉県玉川村赤十写奉

仕団の野原委員長からあいさつがありました。

研修会は、「赤十宰奉仕団の活動についてJと題して、通常の
活動状況について意見の変擦が行われました。なお、団員は翌日、

村内の施設などを視察しました。

玉
川
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
(
佐
藤
豊
勝
会
長
)
で
は
、
空
き
缶
を

回
収
し
て
得
た
益
金
を
村
内
の
各
小
学
校
に
贈
り
ま
し
た
。
贈
呈
式

は
、
第
山
田
の
例
会
の
席
上
行
わ
れ
ま
し
た
口

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

完エ
き
缶
を
集
め
て
村
を
き
れ
い
に
し

よ
う
」
を
合
い
言
葉
に
昨
年
の
秋
か
ら
空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
村
内
の
各
小
学
校
の
児
童
が
回
収

し
て
き
た
空
き
缶
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
ア
ル
ミ
や
ブ
リ
キ
な
ど

に
分
別
し
て
業
者
へ
渡
し
て
現
金
化
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
叩
月
か

ら
今
年
の

6
月
ま
で
に
約

6
万
缶
を
回
収
し
て
、
合
計
8
L
9
7
7

円
の
益
金
が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
間
万
缶
を

目
標
に
今
後
と
も
継
続
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

平成9年8月広報たまかわ
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石川郡ゲートポール協会連合会主催の第12回石川郡ゲートボ

ール大会は、本村の村民クラウンドを会場に開かれました。

灼熱の太陽のもとに石川郡内から24チームが参加しました。

8つのブ臼ツクに分かれて予選リーグが行われ、各ブロックを勝

ち上がった8チームによる決勝トーナメントが行われました。

大会の結果、石川町の高田チームが優勝し、本村の滝チーム

(竜崎)と蒜生チームが3f立入費者果たしました。

村の観光名所「乙亨ヶ滝jの公園内にある東震の柱の根元が白

アリに喰われて危険な状態でした。事態を知った竜崎の小林徳溝

さんは、ボランティアで柱の援元を切り取って、コンクリートで

墓礎を造り、そこに柱を載せて金具で止めるjl審理をしました。ま

た、闇内のトイレのドアも併せて修理をされ、きれいな公園づく

りに協力されました。

自ア〈リ:被害の柱を修繕l
小林徳清さん(竜崎)がボランティアで



大石

石原慎太郎

野村克也

-ぼくはこんな本を読んでき

た 立花睦

@勝者の資格

-ふたりつ乙

-弟

~図書室新書案内~

-遺産(上・下)s.シ工ルダ

-うずまき猫の見つけかた

村上書樹

3長

保

-保

画圏直司の健康己、よみ

風疹予間接穣

午後1持~

21日(木)鹿楼予間接種・・・

午後 1時~

28日(木)機能訓練

午前10詩~

盟8月

20日(水)

平
成
叩

募
集
科
目
及
び
纂
集
定
員

機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
科
却
名

電
気
制
御
シ
ス
テ
ム
科
加
名

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
科
却
名

自

動

車

整

備

科

幼

名

建

築

デ

ザ

イ

ン

科

加

名

2

試
験
方
法

(
1
)
推
薦
入
学
試
験

①

募

集

定

員

各

科

定

員

の

却
%
程
度

②

応

募

資

格

平

成

叩

年

3
月

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
で
、

3
年

1
学
期
ま
で
の
全
体
評
定
平
均
値

図
浜名湖競艇企業盟では、専用場外場〈ポ トピア玉)II(鮫称)> 

(ご艶務する職員を募集し1たします。

1職務内容、採用予定人員及び採用日
・職務内容 競艇事業に係る事務

@採用予定人員 3名
・採用臼平成10年A用1日(水)
2受験資格
昭和46年4月2巴以後に誕生した者で、高等掌校卒業以上
の学摩を奇する蓄または平成10年3自に卒業が見込まれる者。
3申込受信期間
平成9年9月1日(月)から平成9年9月128(金)
時まで

4 試験日及び場所
・第一次試験(筆記試験)

干土

@知りたいことがすぐ分かる

家庭医学事典新星出版社

π灯
γ
れ
U

@資格の取り丹、生かし方こ

んな資格もありますよ

リパティ書房

※このほか話題の本がぞくぞく入荷しました。新書は就業改善セン
ター1階口己ーの嘉梯にありますので、お気軽にご

談

-これが沖縄の米軍だ

高文

事-野浅英雄

-ハ子公最後の恋人

吉本ばなな

@かくも短き眠り

船戸与一

@冬の眠り 北方謙=

@流行作家殺人事件

亦川次郎

頁

中谷

保

{采

間9用
10B(水)

午後5
寄付ありがとうございます一保

平成9年10月5日(臼)
玉川村役場(予定)

平成9年10月19日(日)
玉川村役場(予定)

下記の方々から社会福祉活動資金として奇刊をいただきました。

く御礼申し上げます。

-第二次試験(面接試験)

5 申込必要書類
・履歴謹一通(写実賠付縦35mmx横30mmの上半身)
・写真2枚(躍歴書賠付写真を吉む)、住民票一通
6 申し込み及び問し1合わせ先
=r431-77 静岡県浜名郡新居町中之郷3727番地のア
浜名溜競艇企業由総務課岱053-594-7112

H 

'"成有j須z釘子ヨ若2の卸岡rF存?勝l良芝さん汐か忌ら 2/万庁ρ円1 
.近立ω均崎手の抑j幻fdf近男さんβか》ら 2万1円乎
"7志:者宮崎のそゲ小/山l祢休J金合一さん沙か忌ら どノ万王刀Fμ円lザj 

eμ山/小長屋2の{必訟'2，'f山l白l~舷t諒{一さん沙か忌ら l力万，)円二1ザIソj 

e さ詰吉rの蒜必議:さん沙か忌ら 之万f円ザ

.右&吉釦j崎品崎すのペイ小/山¥1'1祢fミFぐグさんから 5万円

fヂず討会痘:tJl協議会)

.奨学金員与額

局顎2.5万円(国公立にまたは3万円(私立)
・応募資格

6 ①保護者が病気や災害

蓄しい後遺症

②学資{ζ図っている

;③現在中学3年生(成績不問)で、来春高校

; 専進学をめざすもの。
令申募集人員 1，000人
φ@採用方法審類審査のみ

~ .出臓期限平成9年10月31巴
. .申し込み方法

i 出願書類は学校にあります。または、あしなが
;替英会までご連絡ください。お送りします。

:・返還
; 卒業後20年間で割賦返済。無利吾です。
@骨お問い合わせ あしなが膏英会

〒102 策京都千代田区平河町民販ピル
03-3221-7676 
;砂あしなか奨掌金はまところこもった奨掌金です。

;あしなが萄英会の奨学笠はfあしなが学生募笠」
• rあしながPウ2ーク10Jなどの温かいと寄付で
多運営されています。

不躍の事故で死亡したり、

高

霊童話

みんなで防ごう住宅火災

夏の自に索敵な忠い出を残してくれ

る花火。でも火花が飛んで枯れ草が;関

えたり、残っていた火種で火災になる

こともあるんです。

花火遊びは31共たちだけでは絶対に
しないこと。必ず大人がそばにいて、

水を入れたバケツで必ず消すことも忘

れずにお願いします。

ι;ι(( 
1-.-. .-.-__ ~__ 

赤
坂
団
地
分
譲

の
お
知
S
せ

本
村
川
辺
地
区
の
赤
坂
団
地
の
分
譲

住
宅
(
宅
地
)
の
購
入
者
を
先
着
順
受
付

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

販
売
医
画
数
は
、
比
医
師
と
な
っ
て
い

ま
す
。

圃
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
受
付
場
所

玉
川
村
役
場
企
画
財
政
課
2
0
2
4

ヴ

t
l
l
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J
ウ
t
|
|
4
2
h
u
ワ
]
Q
d

(ア月届出分)

年齢世帯主名

69 竜男

ミドリ

金
三ヒ
rr 

勝

Jじρ

徳

L1J、
企
円
近

E

S

F

J

↑守

57 
ウ

i

Q

U

戸

h
d

ハむ

に
u
n
/い

7
t

ハ
O

年
度
学
生
募
集

県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門
校

が
3
・
5
以
上
の
者

③
平
成

9
年
間
月
初
日
(
月
)

④

願

書

受

付

平

成

9
年
日
月

4
日
(
火

)
1
平
成

9
年
日
月
山

日
(
水
)

⑤
試
験
科
自
数
学

I
(
必
須
)
、

国
語

I
又
は
英
語

I
(
い
ず
れ
が

選
択
)
、
面
接
試
験

3

詳
結
問
い
合
わ
せ
先

一Tm
m

福
島
県
郡
山
市
上
野
山

5
番
地
福
島
県
立
郡
山
高
等
技

術
専
門
校
電
話

0
2
4
9
4

4
1
6
6
3
(
代
表
)

お誕生おめでとうございます

(ア月届出分)

保護者名

忠志

出生児氏名

崎優歌

区I包

1，735戸(土0)

ア，621人(-15) 

3，729人(ーア)
ミ
1
J

制
中
止

死亡者氏名

柳沼石精

小林松男

小林ヒサ

鈴木ケイ

[f1[谷ハ lレ

森忠

松山金次郎

ポリオ予防接種

午後 1時~

股関節脱臼検診・

午後 1 時30分~2時

11日(木)ポIJオ予間接種

午後 1時~

12日(金) 7・8力月児麓鍵康相談

午前10時~
1議児お誕生健診

午後1持
17巴(水)母親教室

午前9時15分~
育児教室

午後 1時~

18日(木)機能訓練

午前10時~

20日(土)ふれあい健康つ、くりイベント明東野清
流を歩こうH あの永島敏行も歩く・・

村のようす
(9年8月1日現主主)

昼
回
計
四
畠

;
A

辺

区

111奇

二iゴ
仁I

山小屋

!I 

!I 

!I 

}I[ 

地

竜

3，892人(-8)

{
納
期
限
は

8
月
目
白
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

今
月
の
納
税

村

県

民

税

由
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第

2
期

第

2
期

8
月
分

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

須釜公民館

受付時間

村
公
民
舘

卯
月
三
日
お
不
動
さ
ま
の
ご
縁
日
読
経
の
声
が
社
に
木
霊
す

小
針

野
の
道
に
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
見
つ
け
た
リ
ル
ぬ
い
し
ご
み
て
帰
る
夕
暮
れ

吉
田

日
は
落
ち
て
も
閣
と
は
な
ら
ず
市
荷
地
を
彩
る
、
ネ
オ
ン
の
光
ま
ば
ゆ
し

保:保健センター 須

中谷:中首農村婦人の家

生十

隣
家
ど
も
「
結
ど
を
交
わ
し
て
田
植
え
ぜ
し
昔
操
か
し
小
昼
も
あ
り
て

真
弓

元
気
な
く
顔
色
悪
く
極
端
に
や
つ
れ
し
わ
れ
に
友
逮

F
か
る

佐
久
間
栄
蔵

合
ハ
岩
の
ど
も
す
方
灯
誰
も
う
ベ
な
わ
ず
宮
責
の
一
灯
に
領
く
世
代

白
旗

玄
関
を
開
け
れ
ば
色
は
百
を
射
リ
来
菖
蒲
の
花
は
今
感
リ
な
り

杢
邦
木
き
み 78 

_gヌL
.n.. 

里
4ナ
ヨ

，.>，.，・

寸丁

次
は
ん隆
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趣
味
の
達
人

今
月
は
小
一
昌
に
お
住
ま
い
の
石

井
ス
イ
7
7
さ
ん
(
六
九
歳
)
の
油
絵

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

i
ど
ん
な
キ
ツ
力
ケ
で
始
め
ら
れ

た
ん
で
す
?

「
一
人
暮
ら
し
で
す
か
ら
、
退
屈

し
の
ぎ
に
始
め
ま
し
た
。
お
茶
飲

み
ば
か
り
や
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
。
」

ー
油
絵
は
い
つ
煩
か
ら
や
っ
て
い

る
ん
で
す
か
?

「
5
年
前
頃
か
ら
水
彩
画
を
や
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
油
絵
は
2
年

前
か
ら
始
め
ま
し
た
。
」

ー
最
初
は
ど
ち
ら
か
で
習
っ
た
ん

で
し
ょ
う
?

「
い
い
え
。
全
く
の
素
人
で
我
流

⑤ 

な
ん
で
す
よ
、
本
当
に
」

ー
水
彩
画
は
あ
る
程
度
は
で
き
る

で
し
ょ
う
が
、
油
絵
は
む
ず
か
し

い
で
し
ょ
う
。

「
道
具
を
買
っ
た
闘
材
屋
さ
ん
で

油
の
付
け
方
を
少
し
教
わ

っ
た
程

利
院
富
士
を
描
い
た
絵
と
石
井
さ
ん

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中11境9

「私の宝ものJ④
林 芳子さん(南須釜)

シリーズ

j由

絵
』
:
:

度
な
ん
で
す
。
困
材
犀
さ
ん
か
ら
油

絵
は
紙
で
な
く
て
布
に
描
く
ん
で

す
と
教
わ
っ
た
く
ら
い
で
す
か
ら

i
水
彩
画
に
比
べ
て
油
絵
は
ど
う

で
す
か
。

「油
絵
は
色
づ
く
り
が
む
ず
か
し

い
で
す
ね
己

ー
主
に
ど
ん
な
絵
を
描
か
れ
ま
す

か

?
「
風
最
翻
が
多
い
で
す
ね
。
旅
行

な
ど
に
出
掛
け
た
時
に
使
い
捨
て

カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
き
た
写
真
を
見

て
描
き
ま
す
口
」

ー
風
景
画
の
他
に
も
何
か
描
か
れ

ま
す
か
?

「
人
物
な
ど
も
描
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
人
物
は
表
情
が
と
て
も

こ
の
紙
切
れ
一
枚
が
私
の
「
人
生
訓
」

で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
女
だ
か
ら
と
手

加
減
を
許
さ
ず
指
導
し
て
く
れ
る
先
生

方
や
仲
間
、
又
時
々
思
い
余
っ
て
「
鬼

パ
パ
ァ

H
」
と
一言
、
っ
子
供
迷
と
の
緋
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
宝
も
の
で
す
。

こ
れ
は
自
分
の
子
供
が
剣
道
を
始
め

た
時
の
送
迎
の
際
「
私
に
も
で
き
そ
う
、

私
も
や
り
た
い
」
と
恥
ず
か
し
気
も
な
く

子
供
と
…
緒
に
始
め
た
の
で
す
が
、
子

供
の
方
が
上
達
が
早
く
、

一
歩
先
ん
ぜ

ら
れ
た
た
め
、
元
来
負
け
ず
嫌
い
の
性

格
も
あ

っ
て
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
頂
点

石

ス
イ
子
さ
ん

井

む
ず
か
し
い
で
す
。
風
景
画
の
ほ

う
が
貯
き
で
す
ね
。」

ー
こ
の
趣
味
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
?

「
ボ
ケ
防
止
に
い
い
と
思
い
ま
す
。

何
か
趣
味
を
持
た
な
い
と
ポ
ケ
ー

と
し
て
身
体
に
悪
い
で
し
ょ
う
か

ら
。」

よ
フ
は
ど
ん
な
油
絵
を
描
か
れ
て

い
ま
す
か
っ
・

「
夏
場
は
農
業
が
忙
し
く
て
描
け

ま
せ
ん
。
冬
場
に
描
き
ま
す
。
先

月
、
青
森
の
方
に
旅
行
を
し
て
き

た
の
で
岩
本
山
の
絵
を
描
く
の
を

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

(
石
井
さ
ん
は
、
油
絵
の
他
に
も

山
野
草
や
菊
づ
く
り
な
ど
の
趣
味

も
あ
り
ま
す
。
)

を
」
と
手
の
豆
が
二
段
重
ね
に
な
る
ぐ
ら

い
練
習
し
て
最
初
に
手
に
し
た
合
格
証

書
で
す
。

こ
れ
は
、
今
も
当
時
の
袋
に
入
れ
た

ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の

合
格
証
を
手
に
し
た
時
の
気
持
ち
が
、

何
に
も
た
と
え
様
が
な
い
く
ら
い
の
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
忘
れ
る
事

の
な
い
よ
う
に
額
に
も
入
れ
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
子
供
が
一
緒
に
昇
級
、
昇

段
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
と

一
緒
に
こ
の

枚
数
を
震
ね
て
行
け
た
ら
・
・
:
:
。

心に残忍 構;
我がふるさと

fわたしの思い出J

ん4C
 

芳

船出

八王子市

本郷

(小高

昭
和
初
年
代
初
め
の
頃
の
玉
川
村

の
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

私
は
、
小
高
に
在
住
し
て
須
釜
小
、

中
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
通
勤
路
は
、

当
時
失
対
事
業

の
人
達
が
手
作
業
で
工
事
を
何
年
も

続
け
て
い
た
の
で
泥
ん
こ
道
で
し
た
。

自
転
車
の
車
輪
は
回
転
不
可
に
な
る

こ
と
常
で
し
た
。

雨
上
が
り
の
校
庭
は
又
泥
ん
こ
で

運
動
会
を
始
め
る
前
に
水
溜
ま
り
に

何
枚
も
の
雑
巾
を
入
れ
水
を
バ
ケ
ツ

に
し
ぼ
り
と
り
、
山
砂
を
散
布
し
て

開
会
式
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

当
時
は
、
予
算
が
不
充
分
で
児
童

生
徒
は
蕗
引
き
、
イ
ナ
ゴ
取
り
な
ど

を
し
て
、
そ
の
売
上
げ
金
で
運
動
用

具
や
図
書
を
求
め
た
も
の
で
す
。

農
繁
期
に
は
高
学
年
は
2
週
間

「
農
繁
休
業
」
と
称
し
て
休
校
、
農
作

業
に
専
念
し
て
家
業
を
助
け
ま
し
た
。

煙
草
の
納
期
近
く
に
は
、
葉
煙
草

伸
ば
し
を
家
族
と
共
に
子
供
達
は
夜

な
べ
を
し
ま
し
た
。

村
で
テ
レ
ビ
の
あ
る
家
は
数
え
る

程
で
、
そ
の
た
め
金
曜
日
の
夜
は
図

書
館
に
あ
る
テ
レ
ビ
で
プ
ロ
レ
ス
を

見
る
若
者
達
で
満
席
で
し
た
。

中
学
校
の
卒
業
生
の
多
数
の
者
は

当
時
の
集
団
就
職
列
車
で
泉
郷
駅
よ

り
京
浜
地
区
へ
向
か
っ
た
事
も
今
で

は
昔
話
と
化
し
ま
し
た
。

さ
て
県
内
唯
一
の
福
島
空
港
を
有

す
る
玉
川
村
。
東
北
の
交
易
文
化
の

中
心
地
に
な
る
可
能
性
を
持
つ
ま
で

発
展
し
ま
し
た
。

泥
ん
こ
道
は
姿
を
消
し
、
舗
装
道
路

が
駆
け
め
ぐ
り
昔
の
雰
囲
気
は
あ
り

ま
せ
ん
。

幻
世
紀
に
向
か

っ
て
好
発
進
を
続

け
る
我
が
故
郷
玉
川
村
の
益
々
の
ご

発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。
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